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一

　
東
洋
こ
と
に
極
東
万
面
に
お
け
る
近
代
資
本
主
義
の
成
立
に
現
地
で

も
っ
と
も
大
き
な
役
割
を
果
し
た
の
は
、
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
ゼ
ソ
ン

商
会
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の

対
清
貿
易
独
占
権
を
廃
棄
せ
し
め
た
の
は
、
本
国
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

の
紡
績
業
者
と
リ
バ
ー
プ
ー
ル
の
茶
輸
入
商
の
ほ
か
、
現
地
で
東
イ
ン

ド
会
社
阿
片
の
対
清
密
貿
易
の
下
請
業
者
達
と
の
結
集
力
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
清
国
居
住
の
、
こ
れ
ら
の
も
ぐ
り
イ
ギ
リ
ス
人
=
:

P
r
i
v
a
t
e

E
n
g
l
i
s
h

そ
の
大
部
分
の
、
も
ぐ
り
ス
コ
ッ
士
ラ
ン
ド
人
達
=
?
7

j
尿
汐
o
t
･
は
、
同
じ
く
ス
コ
ッ
ト
で
民
権
党
の
パ
ー
マ
ス
ト
ン
＝
日

H
.

T
.
T
.

P
a
l
m
e
r
s
t
o
n
(
芯
8
ら
1
1
8
6
5
)
外
相
を
し
て
一
八
三
九
年
阿

片
戦
争
を
国
会
の
与
野
党
全
会
一
致
の
も
と
に
開
始
せ
し
め
、
一
八
四

二
年
八
月
の
英
清
間
江
甯
（
南
京
）
条
約
で
、
香
港
島
の
割
譲
、
公
行

　
　
　
　
　
書
　
　
　
　
評

制
度
の
廃
止
、
五
港
の
開
港
に
よ
り
、
東
洋
に
自
由
主
義
時
期
を
開
幕

せ
し
め
て
い
っ
た
。

　
そ
の
場
合
、
主
役
を
演
じ
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ス
コ
ッ
ト
の
う
ち
の

中
心
人
物
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ロ
ッ
ク
マ
ー
ベ
ン
の
ブ
ロ
ー
ド
ホ

ル
ム
の
小
作
人
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン

=
ギ
{
}
回
日
次
ふ
r
り
(
1
7
8
4
ｰ
1
8
4
3
)
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
一
八
〇
二

年
一
八
才
の
と
き
東
洋
へ
進
出
し
、
東
イ
ン
ド
会
社
船
の
船
医
と
し

て
、
一
八
〇
三
年
か
ら
一
八
一
四
年
に
か
け
て
勤
務
す
る
間
に
、
東
イ

ン
ド
諸
国
間
貿
易
の
将
来
性
に
着
眼
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
の
南
海
会
社
の

商
人
で
あ
っ
た
ト
ー
マ
ス
・
ウ
ィ
ー
デ
ィ
ン
グ
=
T
h
o
m
a
s

W
e
e
-

d
i
n
g
と
、
ボ
ン
ベ
イ
商
人
の
フ
ラ
ム
ジ
ー
・
コ
ワ
ス
ジ
ー
=
F
r
a
m
j
e
e

c
o
w
a
s
j
e
e
と
組
合
い
、
一
八
二
三
年
に
は
広
東
に
定
住
し
て
、
東
イ

ン
ド
会
社
の
下
請
阿
片
密
貿
易
業
者
と
し
て
の
業
務
を
拡
大
し
て
い
っ

た
。

　
一
八
二
六
年
に
は
、
先
に
広
東
に
一
八
一
七
年
開
設
さ
れ
て
い
た
同

業
者
の
マ
ニ
ア
ッ
ク
商
会
=
M
a
g
n
i
a
c

&
c
o
･
の
組
合
員
と
し
て
参

加
し
た
。
翌
一
八
二
七
年
マ
ニ
ア
ッ
ク
一
家
の
ロ
ン
ド
ン
引
揚
げ
と
と

も
に
、
そ
の
翌
一
八
二
八
年
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
の
ゼ
ー
ム
ス
・
マ
ゼ
ソ

ン
=
J
a
m
e
s

M
a
t
h
e
s
o
n
(
1
7
9
6
-
1
8
7
8
)
が
マ
ニ
ア
ッ
ク
商
会
に
参
加

し
た
。
マ
ニ
ア
ッ
ク
ー
家
が
ふ
ン
ド
ン
に
お
け
る
金
融
業
者
と
し
て
方

向
転
換
し
、
一
八
三
二
年
六
月
広
東
の
同
商
会
の
清
算
解
消
に
と
も
な

っ
て
、
同
年
七
月
一
日
以
降
、
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
と
マ
ゼ
ソ
ン
の
二
人
の

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
組
合
い
に
よ
り
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
ゼ
ソ
ン
商
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会
=
J
a
r
d
i
n
e

M
a
t
h
e
s
0
巴
'
印
c
o
･
の
開
設
を
み
た
。
本
書
は
こ
の

Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
の
歴
史
的
描
写
の
小
冊
で
あ
っ
て
、
一
九
六
〇
年
ロ
ン

ド
ン
の
コ
ー
ウ
ェ
ル
社
l
g
･
∽
･
c
o
s
乙
に
d
･
の
印
刷
に
か
か
る

カ
ラ
ー
写
真
多
数
を
含
む
六
四
頁
の
同
商
会
の
略
史
で
あ
る
。

　
本
年
一
月
六
日
東
京
の
同
商
会
を
訪
れ
た
際
、
支
店
長
の
デ
ィ
ビ
ッ

ド
・
w
･
c
･
ラ
ン
デ
ー
ル
=
D
a
v
i
d

W
.

C
.

L
a
n
d
a
l
e
さ
ん
か
ら

本
書
と
横
浜
で
昭
和
三
十
四
年
印
刷
さ
れ
た
「
英
一
番
館
ー
日
本
に

於
け
る
百
年
、
安
政
六
年
ー
昭
和
三
十
四
年
」
（
全
四
三
頁
）
の
ニ
冊

の
寄
贈
を
う
け
た
。

　
東
洋
に
お
け
る
自
由
貿
易
運
動
の
先
端
を
き
り
、
安
政
開
国
（
一
八

五
九
年
）
に
際
し
て
は
、
横
浜
に
英
一
番
館
を
開
設
し
て
、
近
代
資
本

主
義
の
担
い
手
の
本
国
に
お
け
る
産
業
資
本
=
{
乱
屁
降
E
c
召
ぽ
I

}
ぽ
に
対
置
さ
れ
う
る
、
多
角
的
企
業
者
活
動
を
展
開
す
る
冒
険
商
人

か
ら
発
展
し
た
海
上
商
人
=
呂
ぞ
S
品
K
a
り
r
弘
と
し
て
の
モ
デ

ル
は
、
そ
の
後
の
日
本
資
本
主
義
の
発
展
に
際
し
て
も
、
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
っ
た
。

　
日
本
に
お
け
る
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
の
活
動
は
、
今
日
で
は
日
本
側
商
社

の
積
極
的
進
出
の
も
と
に
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
中
国
の
主
要
諸
都

市
に
お
け
る
戦
前
の
拠
点
も
喪
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
同
社
の
本

店
所
在
域
で
あ
る
香
港
は
戦
後
産
業
化
の
進
捗
を
み
、
異
常
な
繁
栄
を

も
た
ら
し
て
い
る
。
だ
が
、
な
お
香
港
の
存
在
理
由
は
依
然
と
し
て
基

本
的
に
自
由
貿
易
原
則
を
保
持
し
て
、
貿
易
業
務
の
下
部
構
造
と
し
て

の
銀
行
・
保
険
・
倉
庫
・
埠
頭
・
電
力
・
ガ
ス
・
造
船
修
理
等
の
各
部

門
が
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
を
中
心
と
す
る
ス
コ
ッ
ト
系
資
本
で
完
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
あ
る
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。

　
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
カ
ル
カ
ッ
ク
等
の
東
洋
の
主
要
な
開
港
諸

都
市
で
、
か
つ
て
の
冒
険
商
人
か
ら
今
日
の
海
上
資
本
と
し
て
の
多
角

的
企
業
者
活
動
の
も
と
に
、
そ
の
下
部
構
造
が
固
め
ら
れ
て
い
る
。
ダ

ン
ロ
ッ
プ
や
、
シ
ェ
ル
石
油
の
ご
と
き
産
業
資
本
の
専
門
的
企
業
者
活

動
に
対
置
さ
れ
る
海
上
資
本
の
多
角
的
企
業
者
活
動
が
、
な
お
イ
ギ
リ

ス
資
本
の
場
合
で
は
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
も
っ
て
い
る
。
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ

・
の
歴
史
は
こ
の
よ
う
な
海
上
商
人
型
イ
ギ
リ
ス
資
本
の
在
り
方
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
、
役
立
つ
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
本
書
は
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
た
め
、
精
細
な
研
究
の
た
め
に
は
多
く
を

期
待
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
な
お
、
本
書
の
ほ
か
一
九
三
四
年
に

Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
創
立
一
〇
〇
年
を
記
念
し
て
非
公
開
の
出
版
物
で
あ
る
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H
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K
o
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P
r
i
v
a
t
e
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p
r
i
n
t
e
d
｡

1
9
3
4
"
が
あ
る
｡
一
〇
〇
年
史
と
し

て
の
本
書
も
全
八
八
頁
の
小
冊
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
ラ
ン
デ
ー
ル
支
店

長
の
話
で
は
、
同
社
の
前
世
紀
か
ら
の
帳
簿
、
記
録
等
の
資
料
類
は
ケ

ム
ブ
リ
ッ
ヂ
大
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
て
あ
り
、
香
港
の
本
社
に
も
若

干
の
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
同
社
史
そ
れ
は
と
り

も
直
さ
ず
、
東
洋
に
お
け
る
先
駆
的
な
イ
ギ
リ
ス
資
本
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
研
究
調
査
の
た
め
に
は
、
も
ち
ろ
ん
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本
書
は
概
観
を
与
え
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
十
分
な
も
の
と
は
い
え
な
い

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
　
　
　
　
二

　
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
は
一
九
〇
六
年
ま
で
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
り
、

同
年
私
的
有
限
責
任
会
社
に
改
組
さ
れ
て
今
日
に
お
よ
ん
で
い
る
。
そ

の
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
達
と
改
組
後
の
デ
ィ
レ
ブ
タ
ー
達
と
の
緊
密
な
人

的
関
係
の
全
貌
は
、
一
九
三
四
年
印
刷
の
「
一
〇
〇
年
史
」
に
刻
明
に

辿
ら
れ
て
お
り
、
同
族
商
社
と
し
て
の
人
的
配
置
関
係
が
明
確
に
さ
れ

る
。
た
と
え
ば
、
本
商
会
は
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
ゼ
ソ
ン
商
会
と
呼
称

さ
れ
る
が
、
ゼ
ー
ム
ス
・
マ
ゼ
ソ
ン
の
甥
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
マ
ゼ

ソ
ン
（
1
8
0
5
ー
1
8
8
6
）
が
一
八
五
二
年
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
を
退
出
し
て
か
ら

は
、
同
社
は
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
一
族
の
み
の
商
社
と
し
て
終
始
し
て
今
日

に
お
よ
び
、
た
だ
社
名
に
マ
ゼ
ソ
ン
の
名
を
と
ど
め
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
。
同
社
か
ら
退
出
し
た
マ
ゼ
ソ
ン
一
家
は
、
一
八
四
八
年
マ
ゼ
ソ
ン

商
会
と
か
t
h
e
s
o
n
&
c
o
･
を
設
立
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
最
有
力
の
金

融
業
者
た
る
べ
し
と
さ
え
豪
語
し
た
。
同
商
会
は
石
ン
バ
ー
ド
・
ス
ト

リ
ー
ト
に
な
お
現
存
す
る
が
、
ラ
ン
デ
ー
ル
支
店
長
の
談
話
で
は
、
今

日
で
は
同
商
会
か
ら
も
マ
ゼ
ソ
ン
一
家
の
退
出
と
な
り
、
こ
れ
も
ま
た

ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
一
族
の
経
営
支
配
に
帰
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
一
〇
〇
年
史
の
方
は
、
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
の
人
的
配
置
関
係
を
明
ら
か

に
す
る
の
に
は
役
立
つ
が
、
同
商
会
の
歴
史
的
概
観
は
本
略
史
の
方
で

は
る
か
に
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
本
略
史
の
表
紙
に
は
、
冒
険
商

人
の
シ
ム
ボ
ル
と
も
い
う
べ
き
羅
針
儀
と
、
三
本
横
帆
の
オ
ピ
ア
ム
・

ク
リ
ッ
パ
ー
の
フ
ァ
ル
コ
ン
号
=
T
h
e

F
a
l
c
o
n
の
エ
ッ
チ
ン
グ
で
飾

ら
れ
て
い
る
。
フ
ァ
ル
コ
ン
号
は
快
速
艇
艦
隊
提
督
ヤ
ー
ル
ボ
ロ
ー
伯

1
1
=
E
a
r
lo
f

Y
a
r
b
o
r
o
u
g
h
が
金
に
い
と
め
を
つ
け
な
い
で
建
造
し
た

三
五
一
ト
ン
の
二
〇
門
の
砲
備
の
あ
る
小
型
快
老
廃
で
あ
っ
て
、
一
八

三
六
年
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
が
買
い
う
け
た
当
時
の
ク
リ
ッ
パ
ー
の
う
ち
で

も
っ
と
も
名
声
を
馳
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
船
乗
組
員
の
え
ん
え
ん

た
る
賛
辞
の
結
び
の
言
葉
は
、
「
フ
ァ
ル
コ
ン
号
は
話
し
こ
そ
で
き
な

い
が
、
そ
の
他
の
こ
と
な
ら
す
べ
て
Ｏ
・
Ｋ
で
あ
る
。
」
で
あ
っ
て
、

フ
ァ
ル
コ
ン
号
に
、
阿
片
・
茶
・
洋
銀
・
紋
銀
を
積
載
し
て
走
ら
せ
て

い
た
当
時
の
Ｔ
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
こ
そ
、
冒
険
商
人
と
し
て
の
真
骨
頂
を
発

揮
し
え
た
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
帆
船
の
舳
先
が
ジ
ャ

ー
デ
イ
ン
家
の
紋
章
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
幕
末
江
戸
幕
府
が
外
様
大
名
の
陪
臣
の
海
外
渡
航
を
厳
禁
し
て
い
た

時
期
に
、
伊
藤
博
文
、
井
上
馨
、
井
上
勝
、
速
薄
膜
介
、
山
尾
庸
三
等

の
五
名
が
深
夜
に
乗
じ
、
ま
げ
を
切
っ
て
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
密
航

渡
英
す
る
こ
と
の
で
き
た
の
は
、
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
の
援
助
と
そ
の
帆
船

に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
「
英
一
番
館
ー
日
本
に

於
け
る
百
年
」
所
載
の
伊
東
己
代
治
男
の
記
録
の
う
ち
の
方
に
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。
五
名
の
う
ち
あ
と
三
名
が
乗
船
し
た
ホ
ヮ
イ
ト
ア
ダ

ー
号
=
回
国
笛
y
l
a
は
茶
快
走
船
=
T
a
c
}
ぞ
l
a
で
あ
っ

て
、
一
八
六
三
年
は
T
e
a

R
a
c
e
の
際
で
も
あ
っ
て
、
上
海
を
同
年

七
月
一
七
日
に
出
港
し
、
ロ
ン
ド
ン
に
十
一
月
七
日
到
着
、
競
争
船
一

－189－



　
　
　
　
　
書
　
　
　
　
評

五
隻
の
う
ち
、
所
用
日
数
一
一
三
日
で
第
三
碧
で
あ
っ
た
。
（
B
a
s
i
l

L
u
-

b
b
o
c
k
｡
T
r
c
E
~
c
U
p
p
e
r
s
｡

G
l
a
s
g
o
w
｡

1
9
5
7
｡

p
.

1
3
3
.
)
伊
藤
博
文

と
井
上
馨
の
乗
船
し
た
ペ
ガ
サ
ス
号
H
‥
T
h
e

r
e
g
a
s
u
s
は
小
船
で
ホ

ヮ
イ
ト
ア
ダ
ー
号
よ
り
十
日
先
発
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
数
日
遅
れ

て
到
着
し
た
。
そ
の
船
中
二
名
の
維
新
元
勲
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
前
記

伊
東
伯
の
記
録
の
う
ち
に
、
漢
文
で
興
味
深
く
描
写
さ
れ
て
い
る
。
伊

藤
公
、
井
上
侯
に
つ
い
て
は
周
知
の
通
り
で
あ
り
、
工
学
を
修
め
た
井

上
勝
は
日
本
の
鉄
道
の
発
展
に
貢
献
し
、
山
尾
は
工
学
造
船
学
を
学
ん

で
鉱
業
の
振
興
に
寄
与
し
、
遠
藤
は
洋
式
の
新
貨
幣
を
鋳
造
し
て
造
幣

局
の
基
礎
を
作
る
等
、
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
の
援
助
は
明
治
初
期
の
日
本
に

大
き
な
貢
献
を
し
て
い
た
。

　
さ
て
、
本
略
史
の
方
は
、
ま
ず
本
書
に
掲
載
す
る
カ
ラ
ー
刷
り
の
美

麗
な
多
く
の
絵
画
の
書
き
手
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
チ
ン
ネ
リ
ー
ｰ
G
e
o
r
g
e

c
y
r
g
々
の
紹
介
に
始
ま
る
。
彼
は
当
時
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
フ
ィ

ッ
ツ
ゼ
ラ
ル
ド
=
:

E
d
w
a
r
d

F
i
t
z
g
e
r
a
l
d
暴
動
の
危
険
を
避
け
て
、

イ
ン
ド
か
ら
マ
カ
オ
、
さ
ら
に
カ
ン
ト
ン
ヘ
と
逃
避
の
生
活
を
送
っ

た
。
彼
の
描
が
く
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ャ
ム
テ
ィ
ン
や
ゼ
ー
ム
ス
・
マ
ゼ

ソ
ン
、
行
商
の
伍
浩
官
‥
=
}
{
o
S
一
呂
等
の
肖
像
画
か
ら
、
広
東
十
三

行
、
上
海
の
バ
ン
ド
の
風
景
画
等
、
歴
史
的
な
も
の
を
今
日
に
ま
で
生

き
生
き
と
、
身
近
か
に
感
ぜ
し
め
る
傑
作
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。
そ

の
肖
像
画
で
は
、
清
朝
側
か
ら
鉄
頭
の
老
鼠
と
神
名
さ
れ
た
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
が
、
ゼ
ー
ム
ス
・
マ
ゼ
ソ
ン
よ
り
十
二
才
年
長
で

あ
り
な
が
ら
、
は
る
か
に
若
々
し
く
鋭
く
み
か
け
ら
れ
る
。

　
プ
ロ
ロ
ー
グ
に
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
が
一
八
〇
二
年

イ
ン
ド
に
渡
航
す
る
の
に
七
ヵ
月
要
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
一
八
六

三
年
の
前
述
の
ホ
ヮ
イ
ト
ア
グ
ー
号
で
は
、
一
一
三
日
に
短
縮
さ
れ
て

い
た
。

　
第
三
節
で
は
、
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
創
立
前
史
で
、
Ｅ
・
Ｉ
・
Ｃ
・
の
設

立
か
ら
、
一
六
三
七
年
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ウ
エ
ッ
デ
ル
の
広
東
来
航
と
、

彼
が
始
め
て
「
茶
」
と
い
う
も
の
を
味
っ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
一
八
三

四
年
年
間
三
、
〇
〇
〇
万
ポ
ン
ド
の
輸
入
を
記
録
し
て
Ｅ
・
Ｉ
・
Ｃ
・

の
対
清
貿
易
独
占
権
が
終
止
符
を
打
ち
、
代
わ
っ
て
も
ぐ
り
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
人
達
が
自
由
貿
易
資
本
と
し
て
、
阿
片
と
茶
・
銀
の
往
復
貿
易

を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
前
史
的
経
過
が
概
観
さ
れ
て
い
る
。

　
第
四
節
は
動
脈
硬
化
し
た
Ｅ
・
Ｉ
・
Ｃ
・
の
巨
体
を
ゆ
さ
ぶ
っ
た
も

ぐ
り
商
人
進
出
の
前
史
か
ら
、
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
の
誕
生
、
広
東
十
三
行

に
お
け
る
当
時
の
状
況
、
阿
片
戦
争
の
結
果
香
港
島
を
領
有
す
る
に
い

た
る
経
過
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
も
ぐ
り
商
人
は
二
七
八
一
年
来

広
の
ジ
ョ
ン
・
コ
ッ
ブ
ス
‥
昌
o
y
c
o
M
に
始
ま
り
、
一
七
八
七
年
プ

ロ
シ
ア
領
事
の
名
を
仮
り
て
ダ
ュ
エ
ル
・
ビ
ー
ル
‥
=
高
y
n
i
e
l

B
e
a
l
e

一
七
九
二
年
に
は
デ
ン
マ
ー
ク
領
事
の
名
で
も
ぐ
っ
て
き
た
デ
イ
ビ
ッ

ド
・
レ
イ
ド
Ｈ
=
D
a
v
i
d

R
e
i
d
は
、
一
七
九
三
年
に
ビ
ー
ル
・
レ
イ
ド

商
会
=
B
e
a
l
e
｡
R
e
i
d
&
C
o
･
を
設
立
、
そ
の
あ
と
を
。
グ
ノ
ー
徒

の
マ
ニ
ア
ッ
ク
一
家
‥
‥
‥
だ
[
兵
器
g
哨
Q
吼
ぐ
が
引
き
う
け
、
一
八
一
七

年
マ
ニ
ア
ッ
ク
商
会
=
M
a
g
n
i
a
c

&

C
o
.
を
設
立
、
イ
ン
ド
・
清
国

間
の
地
方
貿
易
=
C
O
u
n
t
r
y
T
r
a
d
e
に
従
事
し
て
、
Ｅ
・
Ｉ
・
Ｃ
・

― 190 ―



に
代
わ
っ
て
、
清
国
へ
の
阿
片
密
輸
入
の
下
請
業
者
と
し
て
活
躍
し

た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
と
ゼ
ー
ム
ス
・
マ
ゼ
ソ
ン
は
、
こ

の
マ
ニ
ア
ッ
ブ
商
会
と
取
引
関
係
を
結
び
、
後
に
前
者
は
二
八
二
七

年
、
後
者
は
一
八
二
八
年
同
商
会
の
組
合
員
と
し
て
参
加
し
た
。
マ
ニ

ア
ッ
ク
一
家
は
石
ン
ド
ン
の
金
融
業
者
に
方
向
転
換
し
、
一
八
三
二
年

六
月
三
〇
日
間
商
会
の
解
散
の
あ
と
、
翌
七
月
一
日
か
ら
ジ
ャ
ー
デ
ィ

ン
・
マ
ゼ
ソ
ン
商
会
の
誕
生
を
み
た
。

　
な
お
、
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
の
商
館
は
広
東
十
三
行
の
う
ち
、
そ
の
東
端
に

あ
る
ク
リ
ー
ク
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
=
C
r
e
e
K

r
a
c
t
o
r
y
（
義
和
行
=
I
-
h
o

H
0
記
)
に
お
か
れ
て
い
た
。

　
第
五
節
で
は
、
阿
片
戦
争
の
結
果
、
南
京
条
約
で
割
譲
さ
れ
た
香
港

島
の
イ
ー
ス
ト
・
ポ
イ
ン
ト
で
、
一
八
四
二
年
三
月
一
四
日
か
ら
バ
ン

ガ
ロ
ー
建
て
の
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
の
開
設
を
み
て
、
広
東
時
代
の
消
滅
を

み
た
経
過
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
第
六
節
は
、
香
港
領
有
の
一
八
四
二
年
か
ら
、
北
京
条
約
締
結
の
一

八
六
〇
年
に
い
た
る
期
間
が
取
扱
わ
れ
る
。

　
香
港
に
お
け
る
政
治
経
済
的
環
境
の
安
定
化
の
た
め
努
力
が
払
わ

れ
、
倉
庫
、
埠
頭
、
商
館
、
一
二
隻
の
商
船
へ
の
食
料
と
船
員
の
補
給

の
ほ
か
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
ロ
ム
バ
ー
ド
街
三
音
域
の
マ
ゼ
ソ
ン
商
会
を

棍
拠
と
し
て
、
政
府
側
と
の
接
渉
も
重
ね
ら
れ
た
。
為
替
銀
行
業
務
の

整
備
、
一
八
○
四
年
に
は
、
す
で
に
相
互
保
険
の
広
東
保
険
商
会
=
C
a
-

n
t
o
n

I
n
s
u
r
a
n
c
e
O
f
f
i
c
e
が
あ
り
、
海
上
保
険
会
社
へ
発
展
し
て

い
っ
た
。
一
八
四
八
年
の
上
海
開
港
と
と
も
に
、
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
は
第

一
区
画
‥
=
‥
r
o
'
ﾂ
ｰ
0
･
’
に
拠
点
を
お
き
、
揚
子
江
の
内
河
航
行
に
進

出
し
た
。
一
八
五
〇
年
に
は
香
港
の
立
法
会
議
に
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ジ
ャ

ー
デ
ィ
ン
=
D
a
v
i
d

J
a
r
d
i
n
e
が
民
選
議
員
と
し
て
任
命
さ
れ
た
。

一
八
五
八
年
に
は
、
ト
ロ
ア
ズ
号
‥
‥
‥
T
r
o
a
s
で
、
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
の
外

戚
の
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ケ
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
=
W
i
l
l
i
a
m

K
e
s
w
i
c
k

(
1
7
3
4
-

1
9
1
2
)
が
横
浜
に
派
遣
さ
れ
て
、
英
一
番
館
を
開
設
し
た
。
前
述
の
維

新
知
勲
達
の
海
外
密
航
を
援
助
し
た
の
も
若
年
の
彼
で
あ
っ
た
。
ケ
ズ

ウ
イ
ッ
ブ
は
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
の
一
九
世
紀
後
半
の
組
織
拡
大
に
貢
献
し

た
大
班
‥
日
T
a
i
p
a
n
で
あ
っ
た
。

　
第
七
節
は
「
帆
船
」
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
一
八
三
〇
年
に
は
東
北

モ
ン
ス
ー
ン
の
向
い
風
に
航
行
し
う
る
レ
ッ
ド
・
ロ
ー
バ
ー
=

R
e
d

R
o
v
e
r
の
建
造
、
F
a
l
c
o
n

の
買
収
に
つ
づ
い
て
F
l
y
i
品
S
p
u
r
｡

o
t
o
rn
o
w
a
y
｡
c
a
i
r
n
g
o
r
m
等
の
横
帆
の
茶
快
走
帆
船
が
相
つ
い
で

建
造
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
第
八
節
は
「
茶
貿
易
と
テ
ィ
ー
・
ク
リ
ッ
パ
ー
」
で
あ
っ
て
、
一
九

世
紀
央
で
は
、
汽
船
は
す
で
に
登
場
し
て
い
て
も
、
な
お
帆
船
が
利
用

さ
れ
、
ケ
イ
ア
ン
ゴ
ル
ム
は
一
八
五
八
年
に
は
広
東
か
ら
ロ
ン
ド
ン
ま

で
九
三
日
の
記
録
を
作
っ
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
は
茶
貿
易
で
は
オ
ラ
ン
ダ
・
ロ
シ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
等
に
立

遅
れ
た
が
、
ア
ッ
サ
ム
で
の
茶
栽
培
も
開
始
さ
れ
、
優
秀
な
テ
ィ
ー
・

ク
リ
ッ
パ
ー
で
、
船
員
達
も
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
の
華
名
の
怡
和
=

Ｅ
-
W
O

を
仕
事
の
際
の
カ
ケ
声
と
し
て
繰
返
し
な
が
ら
、
他
の
テ
ィ
・
ク
リ
ッ

パ
ー
と
の
競
争
を
展
開
し
、
ロ
ン
ド
ン
ま
で
一
〇
分
差
の
レ
ー
ス
す
ら
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み
ら
れ
た
。
福
州
新
茶
の
第
一
着
船
に
は
一
ト
ン
に
つ
い
て
一
〇
シ
ル

リ
ン
グ
の
エ
キ
ス
ト
ラ
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
、
船
荷
証
券
の
条
項

　
（
一
八
五
○
ー
六
六
年
間
）
の
う
ち
に
記
載
さ
れ
て
い
た
。

　
第
九
節
は
「
汽
船
ジ
ャ
１
デ
ィ
ン
号
」
に
つ
い
て
で
、
一
八
三
〇
ー

四
〇
年
代
に
は
鉄
道
と
汽
船
が
、
社
員
の
主
要
関
心
事
と
な
り
、
一
八

三
五
年
九
月
二
〇
日
広
東
湾
に
、
長
さ
八
五
フ
ィ
ー
ト
の
小
型
汽
船
の

ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
号
の
出
現
を
み
た
。
風
と
期
に
逆
ら
っ
て
も
航
行
し
う

る
汽
船
は
驚
異
で
あ
っ
て
、
清
国
側
官
憲
の
砲
撃
に
あ
っ
て
、
同
船
は

エ
ン
ヂ
ン
を
除
去
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
第
一
〇
節
は
「
汽
船
」
で
、
商
会
は
一
八
五
〇
年
頃
か
ら
汽
船
の
建

造
を
契
約
し
、
c
h
e
v
y
｡

C
h
a
s
e
｡

L
a
n
c
e
f
i
e
l
d
｡

F
i
e
r
y
c
r
o
s
s
等

の
貨
物
船
を
一
八
五
五
年
か
ら
カ
ル
カ
ッ
タ
ー
清
国
間
に
就
航
せ
し
め

そ
の
業
務
は
今
日
公
開
株
式
会
社
の
I
n
d
o
-
C
h
i
n
a

S
t
e
a
m

N
a
v
i
-

g
a
t
i
o
n
C
o
･
口
d
･
（
一
八
八
二
年
設
立
）
に
う
け
つ
が
れ
、
Ｊ
・
Ｍ
・

Ｃ
・
は
そ
の
経
営
代
行
を
し
て
い
る
。

　
第
一
一
節
「
汽
船
業
務
代
理
」
で
は
、
東
洋
方
面
の
定
期
船
会
社
の

代
理
、
こ
と
に
極
東
運
賃
同
盟
の
発
起
者
の
グ
レ
ン
・
ラ
イ
ン
=
G
r
n

o
g
の
代
理
を
特
筆
し
て
い
る
。

　
第
一
二
節
「
鉄
道
」
で
は
、
一
八
九
八
年
鉄
道
建
設
金
融
援
助
の
た

め
の
中
英
公
司
=
B
r
i
t
i
s
h

&
c
h
i
n
e
s
e
c
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
を
設
立
し

て
ロ
ン
ド
ン
の
金
融
業
者
か
ら
の
資
本
調
達
の
斡
旋
を
し
た
。
本
書
に

は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
八
九
八
年
の
京
奉
鉄
道
借
款
か
ら

一
九
三
七
年
京
漏
鉄
道
復
縁
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
に
い
た
る
ま
で
一
六
回
の

借
款
を
締
結
し
て
い
た
。

　
な
お
、
一
八
七
六
年
上
海
－
呉
淞
間
の
軽
便
鉄
道
を
敷
設
し
た
が
、

迷
信
的
な
中
国
義
民
達
の
反
対
に
あ
っ
て
、
と
り
つ
ぶ
さ
れ
た
エ
ピ
ソ

ー
ド
も
み
ら
れ
る
。

　
第
一
三
節
「
保
険
」
で
は
、
一
八
○
四
年
設
立
の
広
東
保
険
公
司
は

一
八
三
〇
年
代
に
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
の
経
営
代
行
と
な
り
、
一
八
六
八
年

に
は
香
港
火
災
保
険
公
司
を
設
立
し
、
そ
の
他
多
く
の
保
険
諸
会
社
の

代
理
業
務
を
経
営
し
て
い
る
。

　
第
一
四
節
「
カ
ン
ト
ン
・
レ
ジ
ス
タ
ー
‥
H
C
a
n
t
o
n

R
e
g
i
s
t
e
r
j
で

は
、
広
東
の
十
三
行
商
館
内
で
、
ゼ
ー
ム
ス
・
マ
ゼ
ソ
ン
は
、
中
国
で

始
め
て
の
英
字
新
聞
（
週
刊
）
を
一
八
二
八
年
一
月
か
ら
発
行
し
て
以

来
、
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
は
多
く
の
新
聞
か
ら
雑
誌
、
こ
と
に
半
月
刊
か
月

刊
の
c
h
m
e
s
e

R
e
p
o
s
i
t
o
r
y
を
も
刊
行
し
た
。
筆
者
も
こ
れ
ら
の
英

字
週
刊
紙
、
雑
誌
類
を
所
有
し
て
い
る
。
今
日
で
は
貴
重
な
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
歴
史
的
資
料
と
い
え
よ
う
。

　
第
一
五
節
「
一
番
」
は
、
横
浜
の
英
一
番
館
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、

こ
れ
は
邦
文
の
「
英
一
番
館
」
に
詳
し
い
。
今
目
の
「
一
番
」
は
田
村

町
の
日
石
ビ
ル
の
三
階
に
あ
る
。

　
第
一
六
節
「
産
業
的
発
展
」
で
は
、
一
八
七
〇
年
上
海
で
製
糸
工
場

の
怡
和
糸
廠
=
E
w
o

S
i
l
k
F
i
l
a
t
u
r
e
を
設
立
し
、
一
八
九
五
年
に
は

紡
績
工
場
と
し
て
の
怡
和
各
紗
廠
有
限
公
司
=
E
w
o
C
o
t
t
o
r

M
i
l
l
s

L
t
d
･
を
設
立
し
、
株
式
は
一
般
に
公
開
さ
れ
、
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
が
工

場
経
営
を
代
行
し
て
い
た
。
二
十
世
紀
開
始
後
設
立
さ
れ
た
怡
和
ビ
ー
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ル
公
司
=
J
i
w
o

r
S
r
e
w
e
r
y
　
も
ふ
く
め
て
、
何
れ
も
今
日
中
国
側
に

接
収
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
第
一
七
節
「
シ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ロ
ン
ド
ン
」
で
は
、
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
の

ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ト
は
、
最
初
は
ト
ー
マ
ス
・
ウ
ィ

ー
デ
イ
ン
グ
=
‥
T
h
o
m
a
s

W
e
e
d
i
品
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
マ
ニ
ア

ッ
ク
か
ら
、
一
八
四
八
年
以
降
は
マ
ゼ
ソ
ン
商
会
=
M
a
t
h
e
s
o
n

&

C
o
･
（
一
九
〇
六
年
以
降
私
的
有
限
会
社
に
改
組
）
と
し
て
、
今
日
に

お
よ
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
第
一
八
節
「
代
理
店
業
務
」
で
は
、
各
社
の
輸
入
代
理
店
業
務
の
う

ち
、
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
が
所
有
経
営
す
る
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
機
器
会
社
が
業

務
の
う
ち
機
器
関
係
を
専
門
担
当
す
る
こ
と
が
特
記
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
九
節
「
世
紀
の
変
転
」
で
は
「
風
は
空
模
様
や
波
の
動
き
を
思

い
の
ま
ま
に
す
る
」
と
の
コ
ン
ラ
ッ
ド
=
J
o
s
e
p
h

C
o
n
r
a
d
の
言
葉

を
冒
頭
に
掲
げ
る
。
上
海
の
共
同
租
界
や
、
各
都
市
の
租
借
地
を
サ
ン

ク
チ
ュ
ア
リ
ー
と
し
て
内
地
の
政
治
的
不
安
定
を
逃
れ
て
流
れ
こ
ん
で

き
た
中
国
人
資
本
の
産
業
的
発
展
と
、
東
南
ア
ジ
ア
ヘ
の
進
出
の
時
期

の
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
の
役
割
は
、
商
業
、
資
本
調
達
、
証
券
業
務
等
か
ら

経
営
代
理
、
政
治
的
、
行
政
面
等
に
い
た
る
ま
で
の
責
任
を
果
し
な
が

ら
、
そ
の
全
盛
期
を
画
し
て
い
た
。
上
海
は
北
方
に
、
香
港
は
南
方
に

向
け
て
重
点
が
あ
り
、
本
店
は
香
港
に
あ
っ
て
も
、
実
質
上
、
上
海
を

中
心
に
業
務
は
展
開
さ
れ
て
い
た
。

　
だ
が
、
一
九
一
一
年
の
辛
亥
革
命
、
そ
れ
に
つ
づ
く
第
一
次
大
戦
、

第
二
次
大
戦
と
太
平
洋
戦
争
か
ら
、
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
と
と
も

に
、
風
向
き
は
激
し
く
変
わ
り
、
古
い
時
代
は
終
了
を
告
げ
、
終
戦
時

に
香
港
の
本
店
の
隅
っ
こ
に
、
ど
う
し
た
こ
と
か
二
箱
の
バ
ー
ボ
ン
が

手
も
つ
か
ず
に
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
驚
く
始
末
と
な
っ
た
。

　
最
後
に
、
本
書
は
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
や
、
ゼ
ー
ム
ス

・
マ
ゼ
ソ
ン
は
パ
ー
ト
ナ
ー
で
な
く
な
っ
て
も
、
社
名
を
変
更
す
る
こ

と
な
く
、
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
同
族
も
、
マ
ゼ
ソ
ン
同
族
も
、
陰
に
陽
に
Ｊ

・
Ｍ
・
Ｃ
・
に
協
力
し
、
世
紀
の
変
転
に
際
し
て
も
、
今
日
に
ま
で
お

よ
ん
だ
と
こ
ろ
の
「
連
続
性
の
意
義
」
こ
そ
、
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
を
終
始

特
徴
づ
け
て
き
た
と
し
て
い
る
。
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
の
本
質
は
代
行
商
社

で
あ
っ
て
、
風
向
き
の
変
転
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
組
織
も
調
整
し
て

ゆ
く
と
結
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
三

　
本
書
は
同
社
の
Ｐ
・
Ｒ
の
た
め
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
絵
入
り
で
興
味
深

く
描
か
れ
た
も
の
で
、
ま
と
ま
っ
た
調
査
研
究
書
で
は
な
い
。
だ
が
、

こ
の
小
冊
の
た
め
に
は
、
英
帝
国
博
物
館
、
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書

館
、
香
港
の
埠
頭
所
有
者
、
船
長
達
か
ら
情
報
、
絵
画
等
の
提
供
を
う

け
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
東
洋
の
イ
ギ
リ
ス
資
本
の
参
考
書
と
し
て

は
、
有
力
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。

　
本
書
は
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
た
め
、
も
の
た
り
な
い
と
こ
ろ
が
少
な
く

な
い
。
た
と
え
ば
、
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
が
他
の
ス
コ
ッ
ト
系
商
社
と
協
同

し
て
設
立
し
て
ゆ
く
広
汎
な
領
域
に
わ
た
る
協
同
諸
企
業
が
香
上
銀
行

以
外
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
中
国
人
資
本
と
の
協
同
に
よ
る
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買
弁
と
か
、
多
分
に
政
治
性
を
も
つ
商
業
会
議
所
や
、
中
国
連
盟
＝

c
h
i
n
a
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
に
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

　
今
日
で
は
香
港
の
み
が
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
の
拠
点
と
し
て
繁
栄
を
つ
づ

け
て
い
る
。

　
香
港
島
は
中
国
最
初
の
不
平
等
条
約
の
南
京
条
約
の
産
物
で
あ
り
、

第
二
次
大
戦
中
、
英
米
は
中
国
に
対
す
る
不
平
等
条
約
は
二
切
廃
棄
す

る
と
話
合
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
な
お
自
由
買
易
港
と
し
て
戦

前
に
も
ま
し
て
繁
盛
を
き
わ
め
、
国
府
側
の
抗
議
は
あ
っ
て
も
、
中
華

人
民
共
和
国
側
か
ら
何
等
の
抗
議
も
規
出
さ
れ
て
い
な
い
。
一
九
四
九

年
一
〇
月
一
日
中
華
人
民
共
和
国
政
府
の
成
立
と
と
も
に
、
労
働
党
内

閣
ベ
ビ
ィ
ン
外
相
の
中
国
承
認
延
期
論
に
対
し
、
保
守
党
チ
ャ
ー
チ
ル

前
首
相
の
中
国
即
時
承
認
論
の
発
表
を
み
、
翌
一
九
五
〇
年
一
月
五
日

イ
ギ
リ
ス
は
他
の
自
由
主
義
諸
国
に
先
き
が
け
て
中
国
承
認
に
ふ
み
き

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
き
わ
だ
っ
た
外
交
的
推
薦
の
背
後
に
は
、
中
国
に

育
ち
、
働
い
て
き
た
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
の
大
班
達
の
政
治
力
が
作
用
し
、

今
日
の
香
港
の
繁
栄
も
そ
の
力
に
負
う
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
考
え
ら

れ
る
。

　
今
日
、
な
お
香
港
が
健
在
で
あ
る
こ
と
は
、
社
会
主
義
国
と
い
え
ど

も
、
イ
ギ
リ
ス
一
九
世
紀
の
古
典
的
自
由
貿
易
主
義
の
意
義
を
再
検
討

し
て
み
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
末
尾
な
が
ら
、
故
神
田
脩
一
先
生
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
し
て

筆
を
お
か
さ
せ
て
頂
く
。
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